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落球打撃感度試験における消音筒の効果

金子良昭+,和田有司'*,劉 巣 海'叫

田村昌三…,青田息堆…

落球打撃感度鉄鼓を行うに際し鼓音(爆不蛾の判定に必要な以上の音)が問掛こなる｡この無音

を涼少させる方法について検肘した｡鼓音源とした庇技用鼓筋管を使用し.落球打畢感度妖艶

を発泡.illJ7-円稀で覆うことにより消音筒なしで乗故を行った場合よりも催涙より2zzIの地

点{･撃音は約10-20dB減少する串が牙った｡

発泡ポt)†一円筒として11,発泡スチI-ルの円椅及び藍の内側にポー)ウレタt/を破り付け

た二重筒を使用した｡

t. はじめに

辞書らは比較的感度の高い爆発性物質の打撃感度釈

放法として落球打撃感度釈放法を検肘し.多数の爆発

性混合物,化合物及び火工晶の打撃感度を評価してき

たII2)3)｡しかし.落球打撃感度妖艶 1秩料の唖掛こよ

っては爆･不嬢の判定に必要な以上の大きな音を発生

する｡この無音は試験担当者はもとより周田の人々に

も心理的な圧迫を与える｡この対策として.西ドイツ

材料拭鼓所の打撃就鼓牧には防音箱がつけられてい

る1㌧筆者らも輔車な防音法を検討したので報告する｡

弓∵ E3 E∃

2.1峯 置

使用した落球打撃感度就鼓投は義持科学故披㈱屯の

もの{･構造及び故能についてはす<･に報告してあ

るl)2川ので省略する｡防音筒としては二唖柄のものを

使用した｡一つは内径60cm,肉厚5cm.高さ110cm

の発泡スチp-ル架の中空円筒で,上掛 こ同じ材質で

作った厚さ10cmの円形の蓋がついている｡(Fig.I

a)他の一つは.この円筒及び蓋の内側に5cmの厚さ

のポl)ウL/タンを紫り付けたもの(Fig.2b)である｡

但し内側のポlJウレクl/は高さ112cmとした｡

2.2洪 料

爆尭耳青に対する防音材の効果を知るために.爆発
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音源用駄科として,玩技用耗啓管(ラジエ工業㈱!乱

発管制約0.05g含有)及び平玉(大谷煙火製造所製,発

音剤約0.01g含有)を用いた｡発音剤の組成は以下の
通りである｡

発音剥く塩索敵カ1)ウム'.74%,赤燐;8%,乾萌及び

糊鰍 18タ̀)

2.3判定集件

爆発軽音の滅定にはイt/パルス精密良書計(l)*ソ

㈱製.NAll)を用いた｡洞定は,爆発点から2.0m.

4.0m.8.0m,16.0mの地点で行った｡

2.4実験手耶

(l)535gの銅球を薄荷10qnになるように折節する.

(2)爆発音源用駄科(虎技用耗雷管及び平玉)を蕗球

感度妖換故の7I/ビル上に位いた12m ≠×12mmの

銅盤ペTI)I/〆F･-ラー(JISB1506ころ軸受用ころ

以下｡-ラーと略する)の上にセットする｡

(3)合Egと同時に屯洗スイプチをきり,落球を釈料

の上に落下させ,妖料を爆発させて,生 じる騒音

(A-East特性)を予め定めた拒確で籾定する｡

3.括条と考蕪
3.1括 果

封建括巣をTablelに示す｡

3.2発泡ポリマー帯の防音効果

二唖類の尭泡ポ1)†一帯による瀬音効果をFig.2に
示した｡発泡スチp-ル単一筒では2m地点IC約

10dBの波音効果があり,発泡スチロール-ポ1)ウレタ

ン二虚飾ICIi同地点{･約20dJlの波音効果があること

がわかる｡従って,波音材質として発泡スチp-ルと

ポIJウt,タ-/紘.同軽度の効果があることがわかる｡

'防音筒を用いる乗鼓では武将を七,トした後で円

筒をかぶせ,蓋をする｡
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しかし.ポ1)ウレク1/は軟照で.それ自体のでは型

を廉つことができないのIC他の硬い材封の材料と併用

する必要がある｡距離が離れると純音効果は沌少する

れ それ以上に距離による碑音が糊大するため吸音が

かなり低くなり実際上は.閉切とならない.発泡ウt,

タ'/の破り付けが不完全で.藍の缶かこ尭泡ウレタ'/

を取り付けないと波音効果は不十分となる｡(Table

INo.26,27及びFig.2A参照)

3.3爆舞音の臣轟による減衰
防音筒をつけない突放に於いて距離が倍になったと

きの蚤音の碑殺串(dJy倍定離)は.以前行ったべt/ト

ライトを用いた覆秒による防音効果の車扱IIと同様に

約6(dⅣ倍距離)で自由空間における理港的叔衷串の
伍とかなり近い伍となった.本乗取で使用した二虚飾

の防音義政では,流涙串は.4.3-5.0(dJy倍定離)

{･ある｡これは.自由空間に伍けち理飴的光束串より

も小さい｡ この理由としては覆砂が昔を全体の両で吸

収する(点音源)のに対して.木方まで41防音符の円筒

盤面から水平に音が放出される(円筒面音源)ためと思

われる.

3.4 その他(纂tと騒音)
枚技用統節甘I上薬丑が拘0.05g.平玉では約0.01g
lCある｡薬丑による騒音の増加は約20dBで.環砂に

よる防音効果の実験でべ./トライトを音源として用い

た場合の9dB及びダイナマイトを地上で爆発させた

租合の8.4dBよりかなり大きな伍となっている.一

方防音衝を使用しない二つの薬唖の間の騒音盛は約

14dBであった｡氏冊管の薬丑による駐音曲には二つ

の田子が考えられる｡第-に火薬を包んでいる続によ

る波音効果が少薬丑(平王)の均合は相対的に大きいこ

とである｡第二は少薬丑の場合の方がプラスす,ク円

筒にJ:る燕昔効果が大きいことが考えられる｡しかし.

PETNを砂披覆した場合の騒音は銃に上る沌音の形

智を受けない｡

落球打撃感度紬 法には.直撃法と開溝法の二唖軌

があるがTableI(No.47,481No.53,54)に示す如く

開溝法の方が賢者が大きい｡切開皮が大きいために克

壌するためであろうと考える｡開溝法でF'-ラ-の周

-122- エ薬火薬



田に駄科の飛散防止用カ.:-(外型19mm.内圧

13m叩,高さ19mm,鋼製)をつけると払音はさらに

5dB減少する｡
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RunningtheBallImpacttest.itoften80tlndStoonoisyforoperatorsandthosearrotmd

thetesingsite.Weattemptedtocoyerthemachinewiththeplasticcybderforredudng

thenoise.AndthenoiselevelⅦ reducedabout20dJlat2mTPOint加mthenoise引m

byusingafoamedpolyづtyleneWethanedoublewancylinderasasilencer.
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